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研究大会ラウンドテーブル 
図書館情報学の研究成果を書籍出版する

話題提供者：金沢みどり（東洋英和女学院大学）
酒井由紀子（東京財団政策研究所）
守田　省吾（みすず書房）

モデレータ：根本　　彰（慶應義塾大学）

2017年度に引き続き，ラウンドテーブルを開催した。今年度のテーマは「図書館情報
学の研究成果を書籍出版する」とした。モデレータと 3人の話題提供者による論点の提示
に続き，後半ではフロアを交えた自由な意見交換を行った。
モデレータから，学術書籍出版の近年の動向を背景に，図書館情報学領域における書籍
出版，出版企画と経費の問題という論点を中心に，研究者と出版者のそれぞれの立場から
自由な意見交換を行うことを目指すという開催の趣旨が説明された。図書館情報学領域の
出版物は，司書課程向けの教科書，一般書・教養書，研究書（博士論文の出版を含む），
海外出版者から出版する書籍など多様である。こうした多様な書籍について，3名の話題
提供者により，それぞれの立場からの書籍出版にかかわる経験が具体的に紹介された。
ラウンドテーブルの後半では，フロアからの質問を交えた意見交換が行われた。書籍出
版に対する研究者と出版者の立場の違いや市場との関係，図書館における専門書の購入，
大学における人文学の位置付けなどについての議論があった。最後に，改めて，図書館情
報学の書籍の「読者」は誰なのかという質問がフロアからなされ，これに答える形で全体
のまとめが行われた。図書館情報学の内部の研究者だけでなく，図書館や出版者で働く人
たち，また関連領域の研究者など，広い範囲に向けた書籍出版が行われていること，書籍
が読まれなくなっていくなか，読者を見つけ，いかに増やしていくかが大きな課題である
という認識が示された。


